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単管足場



単管パイプ使用例

自在ステップ使用例

単管足場使用例
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23.5

kN/cm4

断面係数

3.831.64

cm3cm
断面積

3.48

2cm
回転半径
cm

単位質量

2.73

kg/mmm

9.32

断面二次
モーメント

（断面性能）

外径
mm
肉厚品名 材　質

 STK50048.6 2.4

許容曲げ
応力度

丸パイプ

50角
60角
100角

40.08
ー
ー

33.40
40.60
ー

30.60
36.54
ー

26.72
32.48
ー

23.38
28.42
66.64

20.04
24.36
57.12

ー
22.33
ー

ー
18.27
ー

16.70
20.30
47.60

13.36
16.24
38.08

11.69
14.21
ー

10.02
12.18
28.56

8.35
10.15
23.80

6.68
8.12
19.04

5.01
6.09
14.28

4.01
4.87
11.42

3.30
4.06
9.52

長 さ m 1.0 1.2 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 12.0

2

23.5
15.6
15.6

kN/cm4

断面係数

6.34
9.44
37.5

1.93
2.34
3.93

cm3cm
断面積

4.25
5.17
12.13

2cm
回転半径
cm

単位質量

3.34
4.06
9.52

kg/mmm

15.9
28.3
187.0

断面二次
モーメント

（断面性能）

（取扱サイズ質量表）

外径
mm
肉厚品名 材　質

 STKR500
 STKR400
 STKR400

50×50
60×60
100×100

2.3
2.3
3.2

許容曲げ
応力度

50角
60角
100角

質
量
 kg

バタパイプ

ピン付パイプ

1.64

ー

2.46

ー

4.92

ー

2.73

2.73

3.28

3.28

5.46

5.46

6.83

6.83

8.19

8.19

9.56

9.56

10.92

10.92

12.29

12.29

13.65

13.65

15.02

15.02

16.38

16.38

4.10

4.10

長 さ m 0.6 0.9 1.0 1.2 1.5 1.8 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5 6.0

（取扱サイズ質量表）

ー印は取扱外です

＊ー印は取扱外です

質
量
 kg

バタパイプ BP

60角パイプ KP6050角パイプ KP50 100角パイプ KP100

ピン付パイプ PP

丸パイプ・角パイプ

　

丸
パ
イ
プ
・
角
パ
イ
プ
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ジ
ョ
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・
ベ
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ス
・
自
在
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テ
ッ
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ラ
ン
プ

ジョイント・ベース・自在ステップ・クランプ

25 25 25

215

70 70

STK400 φ42.2×2.8
STK400 φ48.6×2.3

STK290 φ42.2×2.5

40

200

80 80

6
95

70

●質　　量……… 0.6kg

直線ジョイント J-P

●質　　量……… 0.39kg

単クランプ C-KT

●質　　量……… 0.77kg

●質　　量……… 5.5g

●質　　量……… 7.7kg

ボンジョイント J-C

自在ステップ GS-II
●質　　量……… 0.7kg

単管ベース
（固定ベース） B-48

自在ステップ GS-III

●質　　量……… 0.4kg

グラビティクランプ C-GK
●質　　量……… 0.4kg

単管足場用ジョイントとしては使用できません。

＊φ34～38×φ48.6/42.7
＊AK-25・ジャッキベースのネジ部分とパイプを緊結します。
＊直交タイプ（C-3438C）と自在タイプ（C-3438F）
　があります。

＊取付角度：無段階　

＊取付角度：50°60°70°80°

＊φ48.6/42.7
＊中さんを任意の位置に取付けられます。
＊クランプ部分は兼用タイプです。

＊φ48.6/42.7

異径クランプ C-3438C
C-3438F

600

25
0
φ48.6クランプ

角度調整ボルト
頭径21mm
（4分～22mm）

全回転式取付金具
エキスパンドメタル

879

24
0

注意
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直交クランプ C-48C 自在クランプ C-48F

14.5（1480）
17.8（1820）
16.9（1730）
16.4（1680）

50角×50角直交
50角×50角自在
60角×60角直交
60角×60角自在

0.92
0.92
1.05
1.05

KK-50C
KK-50F
KK-60C
KK-60F

品名・記号 質量 kg 平均強度 kN（kg）
15.2（1550）
11.0（1130）
15.9（1630）
12.4（1270）
18.7（1900）
16.5（1680）

50角×兼用直交
50角×兼用自在
60角×兼用直交
60角×兼用自在
100角×兼用直交
100角×兼用自在

0.85
0.85
0.95
0.95
1.59
1.59

KM-50C
KM-50F
KM-60C
KM-60F
KM-100C
KM-100F

品名・記号 質量 kg 平均強度 kN（kg）

●許容荷重……… 4.90kN (500kg)

＊φ48.6×φ48.6

＊φ48.6／42.7×φ48.6／φ42.7

＊φ48.6×φ48.6×φ48.6

●質量…………… 0.72kg

兼用直交クランプ C-KC 兼用自在クランプ C-KF
●許容荷重……… 4.90kN (500kg)
●質　  量………0.75kg

三連直交クランプ 3C-48C 三連自在クランプ 3C-48F
●許容荷重……… 4.90kN (500kg)
●質　  量……… 1.1kg

●許容荷重……… 3.43kN (350kg)

＊φ48.6×φ48.6

＊φ48.6／42.7×φ48.6／φ42.7

＊φ48.6×φ48.6×φ48.6

●質　  量……… 0.7kg

●許容荷重……… 3.43kN (350kg)
●質　  量……… 0.74kg

●許容荷重……… 3.43kN (350kg)
●質　  量……… 1.0kg

角丸クランプ 角角クランプ

　

ク
ラ
ン
プ

クランプ
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施
工
方
法
と
注
意
事
項
（
単
管
足
場
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施工方法と注意事項（単管足場）

⑧手摺

⑥壁つなぎ

④腕木

⑦筋違（はり間）

②建地(はり間）
　1.5m以下

②建地(けた行）
1.85m以下

③第1の布
　2m以下

①根がらみ 

①単管ベース

①敷板

⑦筋違（けた行）

⑨作業床
⑤クランプ

⑤ジョイント
⑥壁つなぎ

水平方向5.5m以内

建地最上部より
31m

②鋼管は原則
　2本組

垂
直
方
向
５ｍ
以
内

85cm以上
中桟35cm以上 50cm以下

墜落の危険がある箇所には、高さ 85cm以上の位置に手摺と高さ 35cm以上 50cm以下の位置に中桟を設けて下さい。

（563 条・1項 3号）

高さ 2m以上の作業場所には、次に定める作業床を設けなければなりません。（563 条・1項 3号）

イ . 巾は 40cm以上とし、床材間のすき間は 3cm以下とします。

ロ . 床材は 2以上の支持物に取り付けて下さい。ただし巾 20cm以上、厚さ 3.5cm以上、長さ 3.6m以上の足場板で、

　  作業箇所によりひん繁に移動するものは次の措置を取ればよいものとします。

 A.3 以上の支持物にかけ渡して下さい。

 B. 支点から足場板の突出部の長さは 10cm以上、かつ足場板の長さの 1/18 以下として下さい。

 C. 長手方向に足場板を重ねる場合は、支点の上で 20cm以上重ねて下さい。

ハ . 床材と建地とのすき間を 12cm未満とします。
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強
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重

強度と許容荷重

91.4
7.09kN が求められます。

巾 巾
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強
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強度と許容荷重

96

91.4

2.79〔kN〕

6.82〔kN〕

P 5
8 N

Z

Z

Z

Vz は Vz=Vo・Ke・S・EB で表され、各地域における基準風速Vo※、地上からの高さによる風速の補正値 S、
近接高層建築物による影響係数EBをそれぞれの条件に応じて代入することにより求められます。
※台風時割増係数Ke



　

強
度
と
許
容
荷
重

強度と許容荷重
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4.41kN（450kg）以上の強度を有するもの（仮設工業会で

認定されているものは、1000kg の引張り、圧縮強度試験に合格している）を使用します。

ためです。
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強度と許容荷重
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(kN)

75.1 ー 14.5
91.4

φ 48.6 × 2.4t,  3 種

φ 48.6

φ 48.6 × 2.4t,  3 種

φ 42.7


